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美術館の充実

平成２２年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 特別展事業 開始年度 21年度

終了年度 21年度

担当課（局） 社会教育課（美術館） 担当係 総務学芸係 記入者 小森　隼 評価者 中野　恵一

基 本 目 標

事業従事者数

21年度決算 2,887 22年度予算 3,107 事業の実施方法

0.40 人 0.40 人21年度人件費 2,914 千円 22年度人件費 2,892 千円

観覧者のより一段の楽しみと売上向上

◎事務事業の目的・内容

事業の目的 地域の芸術文化の発信地としての役割を果たす。

事業の内容
「池田満寿夫の世界展」を開催。多才なアーティストとして著名な池田満寿夫の、軽妙でセンス溢れる版画や肉筆、
ブロンズなどの立体作品を87点を展示。本展に伴い、佐藤陽子さんのトークショーとバイオリンコンサートを開催。池
田満寿夫の幅広い仕事を町内外を問わず広く県民を対象に紹介。

新聞記事やテレビ等での報道依頼

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

観覧者数 観覧者数の増加で、より多くの人に芸術に親しんでもらう。

観覧料収入 観覧料収入の増加で、特別展開催に係るコストを相殺する。

グッズ売上収入

２１年度 ２２年度

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

広報活動数 県内の美術館や各報道機関へチラシ・ポスター等の配布

関連イベント開催数 展覧会開催に伴う講演会等の開催

取材依頼数

目標値
人

2,000 2,000

◎達成状況
指標名 単位 ２０年度

1,500
実績値 2,779 1,580観覧者数

16.5%

達成率 ％ 139.0% 79.0%

達成率 ％ 108.4% 58.7%

目標値
円

1,000,000

375,000
実績値 290,671 82,437

1,000,000 750,000
実績値 1,083,700 587,400

500,000

成
果
指
標

観覧料収入

取材依頼数

目標値
回

1 1

関連イベント開催数

目標値
回

グッズ売上収入

目標値
円

500,000

達成率 ％ 58.1%

2

達成率 ％ 100.0% 100.0%

目標値
回

2 2
2

2

達成率 ％ 100.0% 100.0%
活
動
指
標

広報活動数

2 2

2
実績値 2

2

実績値

1
実績値 1 1
達成率 ％ 100.0% 100.0%

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

平成11年11月の開館を記念して、毎年11月に開催する美術館最大の目玉となる展覧
会である。この特別展により、美術館を内外に強くアピールする必要がある。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

町外からの観覧者が比較的多く、美術館のみならず、商店街や飲食店にも経済波及
効果があると思われる。観覧者が大幅に減少し、グッズ販売の売上も悪く、収入が大
幅に減少した。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

広告は新聞広告のみで経費の抑制にはなったが、観覧者は大幅に減少した。展覧会
の内容にもよるが、テレビCMや大型の新聞広告を行わないと幅広い層へのアピール
は難しい。広報の充実を図りたい。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

ボランティア等を募り、監視や説明を行ってもらうことは可能である。
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◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

予算をかけて行う『特別展』であるからこそ、適切な広告と共
に、「見てみたい」と人々が関心を持つような、ニーズに合っ
た、質の高い内容を提示していく必要があると思う。
本年の「池田満寿夫の世界展」は最終的には入場者数こそ
少なかったが、佐藤陽子さんのトークショーとバイオリンコン
サートは好評であった。予算的な問題もあるが、今後とも作
家本人や関係者とのコラボ企画を続けるべきである。

事務事業名 特別展事業 担当課（局） 社会教育課（美術館）

◎総合評価（今後の方向性を含む）

現状維持

縮小

廃止 縮小 現状維持 拡充

コ　ス　ト

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

廃止

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 現状維持 ◎文化の発信基地として、しっかりとした事業を展開し、町民に親しまれる美術館運
営を望む。
◎少ない予算で企画するのは大変だろうが大切な事業である。
◎経費に見合う入場者を獲得することを前提に、拡充方向で進んでもよいのではな
いか。コスト 拡充


